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平山知事村内を視察！
4月30日㈲、平山新潟県知事が当村を訪れ

「清津峡渓谷トンネル」と「ミオンなかさと」を

視察いたしました。

●

…………………………②～③

●話題出来事なかさとウォッチング………⑥～⑦

●みんなの広場…・……………・……………………・⑧

●お知らせ………………・・………・・………・…・⑧～⑨

●カレンダー・………………・…・……………・・…・…⑩



も零辮螺繋懸鐵嚢翻麟編醜鎌議謬罷！

　　　一謬鑓蠣霧霧翻　賜籔騰選攣～

　選挙の投票率が年々低下しています。その背景としては、有権者の政治的無関心や政治不信の増大が

指摘されているところですが、有権者ができるだけ投票しやすいよう投票の仕組みや運用を改善してい

くことも必要です。このため、昨年12月に公職選挙法の一部が改正され、本年6月から施行されます。

ここではその内容を一部ですが掲載いたしました。

　7月には参議院議員通常選挙が予定されています。改正の内容をこ理解いただき、ぜひ、貴重な一票

を投じてください。

投
票
時
間
が

午
後
8
時
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

　
い
ま
ま
で
は
午
後
6
時
ま
で
だ
っ
た
投
票
時
間
が
、

午
後
8
時
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
投
票
所
に
お
い
て
は
、

開
閉
時
刻
が
繰
上
げ
ざ
れ
る
な
ど
の
所
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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1　　　　　いままでは　　　　　　1
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ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

1　　　　仕事や用事などで　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1　投票にいけない人もいました。　1
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
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夜8時までなら

仕事の後で行

昼間は子供と遊んで、

投票は夜に行きます。

識

不
在
者
投
票
が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
！

～
不
在
者
投
票
の
事
由
が
緩
和
さ
れ
、

　
い
ろ
い
ろ
な
方
が
不
在
者
投
票
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
～

◆
自
営
業
の
方
な
ど
や
冠

婚
葬
祭
な
ど
の
予
定
が
あ

る
方
も
不
在
者
投
票
が
出

来
ま
す
。

　
い
ま
ま
で
は
、
投
票
日
に
仕
事
が

あ
る
方
は
、
仕
事
場
が
投
票
区
の
区

域
外
に
な
け
れ
ば
不
在
者
投
票
は
で

き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
自
営
業
の
方
な
ど
仕

事
場
が
投
票
区
の
区
域
内
に
あ
る
方

も
不
在
者
投
票
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
投
票
日
に
親
族

の
冠
婚
葬
祭
が
あ
る
方
も
投
票
区
域

を
問
わ
ず
不
在
者
投
票
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

ノロじ　ロロロロロロロコロロロロロロロロロロロロロじ　ロロロロロロロじヘ

ゴ　　　　　いままでは　　　　　、
1　　お店や職場が投票区の　　　l

l　区域外な・　i
曳　不在者投票ができました。　　ノ

ヤココじぴロロコロロじコロコじコじコロコじコロじロロロコロノ

　　　　　　　　Ψ

　　　　　鍵麟灘麟灘
　　　懲嬢灘i灘縫懸灘灘簸灘

　　　鰻灘灘織
　　難鞍饗獲簗懸灘難雛難麟

◆
レ
ジ
ャ
ー
や
買
物
な
ど

の
私
用
で
投
票
日
に
投
票

区
内
に
い
な
い
方
も
、
不

在
者
投
票
が
出
来
ま
す
。

　
い
ま
ま
で
は
、
投
票
日
に
用
務
の

あ
る
方
は
、
そ
の
用
務
が
や
む
を
得

な
い
用
務
で
、
か
つ
、
市
町
村
の
区

域
外
に
い
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、
不

在
者
投
票
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
レ
ジ

ャ
ー
や
買
物
な
ど
の
私
用
で
あ
っ
て

も
、
ま
た
市
町
村
の
区
域
内
で
あ
っ

て
も
、
投
票
区
の
区
域
外
に
い
る
場

合
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
る
よ
う
、

に
な
り
ま
し
た
。
旅
行
や
ゴ
ル
フ
、
、

ス
キ
ー
な
ど
の
予
定
が
あ
っ
て
も
、

計
画
を
変
更
し
な
く
て
す
み
ま
す
。
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◆
引
っ
越
し
な
ど
を
し
て
、

他
の
市
町
村
に
住
ん
で
い

る
方
も
、
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。

　
い
ま
ま
で
は
、
引
っ
越
し
し
た
方

は
、
都
道
府
県
議
会
の
議
員
選
挙
区

の
区
域
外
に
引
っ
越
し
を
し
た
方
で

な
け
れ
ば
、
不
在
者
投
票
は
で
き
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
他
の
市
町
村
に
引
っ
越
し

を
し
た
方
も
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。

市外へ引っ越した

ばかりだから、

不在者投票をすそ

ノロロロロロコロロロロロぼロロロロ　リロロリロロロロロじロロロじロロロロコロロじへ

∫　　　　　　いままでは　　　　　　　、

1　引っ越し先が都道府県議会議員の　l

l’選挙区の区域外なら　1
曳　　不在者投票ができました。　　　ノ

ヤロロロししコロロロコじコじコ　ロココロコココココロロドドぴしドしコノ

　　　　　　　　響

　　　　　　　灘灘懸i麟灘
　　　　　　霧灘灘態鑛懸

　　　磁繊撚遜灘纏
　　　灘灘講雛鎌鐡鍵鑛縷灘i懲

～
不
在
者
投
票
の
時
問
も
延
長
さ
れ
、
手
続
き
も
簡
単
に
な
り
ま
し
た
～

◆
不
在
者
投
票
の
時
間
も

午
後
8
時
ま
で
に
な
り
ま

し
た
。

　
い
ま
ま
で
は
、
午
後
5
時
ま
で
だ

っ
た
不
在
者
投
票
の
時
間
が
午
後
8

時
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
市
町
村
選
挙
管
理
委
員

会
の
定
め
る
時
間
と
な
り
ま
す
の
で

◆
不
在
者
投
票
の
手
続
き

が
簡
単
に
な
り
ま
し
た
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

夜8時までなら、

会社の帰りに

不在者投票がr

ノヨ　リロロロロじロロロロロヨロロロじロじロリロロロロロロロロロロロロほヤ

’　　　　　　　いままでは　　　　　　　、
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1　午後5時まで　：
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

髪仕事があるとなかなか行けませんでした。ノ
ヤ　ロぴココじロロコほコロじロじロロじロロコじコロロコロロロじロコじ　じロじじノ

　　　　　　　　　Ψ

　　　　　　　灘難灘灘鐵

　　　　灘鞭趨礒灘
　　難難顯灘灘覆難i鐵灘獲鐡雛鎌灘響

　
い
ま
ま
で
は
、
投
票
当
日
に
投
票

に
い
け
な
い
理
由
を
、
宣
誓
書
に
事

細
か
に
記
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
宣
誓
書

に
列
挙
さ
れ
て
い
る
不
在
者
投
票
の

事
由
の
中
か
ら
、
自
分
が
該
当
す
る

も
の
を
選
択
す
る
だ
け
で
す
み
ま
す
。

ハ
ン
コ
を
持
っ
て
い
く
必
要
も
あ
り

ま
せ
ん
。

鯨
奪
，

　
灘
淵

饗
　
毒

ノロリロロロロロロロヨロロロロロロロじロじロロロロロロじ　ロロロリロリロじロロロじロロロロロロロロじろ

’　　いままでは投票に行けない理由を　　、
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1詳細に記入ノ￥ンコも必要1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　とっても　　でヤ

監わずらわしいという不満がありました。ノ謎やすいわ。
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罫

◆
不
在
者
投
票
所
で
も
、

氏
名
や
政
党
名
な
ど
を
掲

示
し
ま
す
。

　
い
ま
ま
で
不
在
者
投
票
所
に
は
、

候
補
者
の
氏
名
な
ど
は
掲
示
さ
れ
て

お
ら
ず
必
要
に
応
じ
て
候
補
者
リ
ス

ト
の
コ
ピ
ー
や
新
聞
の
切
り
抜
き
な

ど
を
お
見
せ
す
る
だ
け
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
不
在
者
投
票
所
に
も
、
候

補
者
の
氏
名
や
党
派
、
名
簿
届
出
政

党
名
の
名
称
や
略
称
を
、
公
示
（
告

示
）
日
の
翌
日
か
ら
掲
示
し
ま
す
。

候補者の氏名や　＼
政党名が掲示されて

わかりやすくなったね。

ノリじ　ロロロロ　ロロロロロ　じロロロじじロロロロロロじロロロじロししロじコヤ

‘　　　　　　　いままでは　　　　　　　、
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

i掲示はなにもなし1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

監わかりにくいという不満がありました。ノ
ヤロじロのロロロじロじ　ぴコロココびロじロココロロロコじのロコロココじロコロロノ

　　　　　　　　　v
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薄灘

繋
懸
簗
雛
、

灘灘鞍

擦
繋
撚

　
4
月
9
日
㈲
、
総
合
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
平
成
1
0
年
度
村
政
功
労
者

表
彰
が
、
村
政
事
務
嘱
託
員
会
議
の

開
会
前
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
表
彰
さ
れ
ま
し
た
方
は
、

社
会
福
祉
功
労
と
し
て
高
木
晴
美

様
、
関
谷
慈
源
様
、
瀧
澤
ノ
ブ
様
の

3
名
。
そ
し
て
自
治
功
労
と
し
て
樋

口
和
一
様
1
名
の
4
名
で
す
。

　
村
政
功
労
者
表
彰
は
「
村
政
の
進

展
、
文
化
の
向
上
そ
の
他
村
民
の
福

祉
の
増
進
の
た
め
に
多
大
な
功
労
の

あ
っ
た
者
及
び
村
民
の
模
範
と
な
る

べ
き
善
行
を
し
た
者
」
を
ほ
う
賞
審

表
彰
を
受
け
る
関
谷
さ
ん

査
会
に
か
け
決
定
港
れ
る
も
の
で
す
。

表
彰
者
の
功
労
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　　　　　高木晴美様
　昭和45年5月～平成10年3月の27年11か月

間、上村病院副院長として村の医療福祉に貢

献、また、学校児童の健康管理及び予防接種

業務に尽力されました。更に中里村国民健康

保険運営協議会委員として28年間務めていた

だきました。

　　　　　関谷慈源様
　昭和58年11月～平成3年11月の2期8年間

中里村議員として村政発展のため活躍。また、

老人クラブのゲートボールについて、昭和61

年4月中里村ゲートボール連盟の組織化を図

り、初代会長となり、10年間会長を務め、老

人福祉に貢献されました。

　　　　　瀧澤ノブ様
　昭和44年11月に中里村食生活改善推進員と

なり昭和49年食生活改善の会「こぶし会」の

結成に尽力、以来役員、副会長、会長を歴任。

現在も推進員として、また、老人給食ボラン

ティアに参加活動しています。

　　　　樋口和一様
　昭和33年9月～昭和59年9月の26年1か月

間、中里村役場職員として村行政に貢献、ま

た、教育長として5年6か月教育行政に、更

に収入役として2期8年間村政に貢献されま

した。

　
4
月
1
5
日
、
春
の
全
国
交
通
安

全
運
動
期
間
の
最
終
日
に
中
里
村

建
設
業
協
会
の
主
催
に
よ
る
「
春

一
番
交
通
安
全
大
会
」
が
ユ
ー

モ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　

こ
の
大
会
に
は
、
建
設
業
関
係

者
な
ど
2
5
0
人
が
参
加
さ
れ
、

最
初
に
交
通
安
全
の
映
画
が
上
映

さ
れ
、
次
に
高
橋
訓
彦
中
里
村
建

設
業
協
会
会
長
が
「
昨
年
よ
り
多

く
の
皆
さ
ん
か
ら
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
春
の
交
通
安
全
運
動
の

期
間
中
に
仲
問
が
亡
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
尊
い
命
が
失
わ
れ

た
こ
と
を
心
に
お
い
て
交
通
安
全

を
心
が
け
て
も
ら
い
た
い
。
」
と
あ

い
さ
つ
、
そ
の
後
村
長
、
十
日
町

警
察
署
長
か
ら
あ
い
さ
つ
を
い
た

だ
き
、
そ
し
て
大
島
交
通
課
長
の

講
話
を
聞
き
、
最
後
に
脂
肪
（
死

亡
）
の
無
い
コ
ン
ニ
ャ
ク
を
高
く

か
か
げ
死
亡
事
故
抑
止
宣
言
を
参

加
者
全
員
で
行
い
誓
い
を
新
た
に

し
ま
し
た
。
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盟聾i・
　
4
月
2
9
日
、
黄
桜
の
丘
に
お
い
て

「
第
1
2
回
黄
桜
の
丘
桜
ま
つ
り
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
上
原
収
入
役
が
「
郡
市
内
か
ら
多

く
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
あ
り
が
た
く

思
い
ま
す
。
今
後
と
も
長
い
お
つ
き

あ
い
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
、
そ
し
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　

続
い
て
選
者
と
し
て
柳
照
雄
先

生
・
小
海
ヨ
ネ
子
先
生
が
「
レ
ベ
ル

が
高
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
作
品
の

中
で
今
年
特
に
感
じ
た
こ
と
は
、
雪

の
あ
る
時
か
ら
桜
が
咲
く
ま
で
の
実

感
や
力
強
さ
、
こ
の
祭
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
と
い
う
作
品
が
多
か
っ
た
」

と
講
評
を
行
い
ま
し
た
。

　
入
賞
作
品
は
貝
野
吟
詠
会
の
み
な

さ
ん
に
よ
る
朗
詠
が
行
な
わ
れ
た
丘

に
響
き
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
な
お
、

今
回
は
8
0
人
の
方
か
ら
2
2
3
作
品

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
‘
難
遡
瀦
、

調
，
悉
．
，

　
　
斜

－
勲
㌧
購

　
．
ノ
』

岬
　
毒
忽

　
　
　
　
　
　
【
選
者
】
柳
　
照
雄
先
生
・
小
海
ヨ
ネ
子
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
コ
ヂ
パ
ぼ
ロ
　
　
　
ヤ
　
　
び
　
ら
　
　
　
　
な

．
團
何
塀
国
麗
雷
雷
．
　
、
騰
．
隅
、
　
　
、
．
臓
幻
　
　
．

　
　
　
　
　
，
．
　
讐
羅
、
欝
嫌
馨
謙
－
・
．
・

．
蕃
舗
．
屡
．
秘
胸
醗
婁
礁
て
縣
講
騰
．
・
腸

、
聾
恩
糊
麗
饗
欝
饗
　
誘
，
総
、
“
“
熱
灘
，
ー
．
8
、
匿

　
　
雛
、
馨
雲
蕃
贈
，
瀧
灘
薫
畷
　
・

・
、
講
露
総
講
鮮
講
難
灘
驚
灘
討
を
跨
賎
磯

国
翻
繍
翻
琵
難
　
　
　
　
8
・
『
ー
．
騰

総
　
『
．
㌻
墾
村
路
羅
灘
、

や
懲
霧
瀾
《
礁
響
る
黄
桜
雀
霧
だ
ま
懲
摘
書
拶
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ

　
　
鑑
馨
灘
霧
羅
鷺
懸
難
溝
掻
れ
薙
墜
る
、

　
　
　
　
　
　
灘
護
．
〆
　
　
　
・
　
　
　
、
餌
　
　
　
　
－
戸
　
裏
　
．
　
ヂ
・

開
蘇
旺
愚
肌
肌
　
竃
、
驚
獄
　
熱
☆
虞

　
　
　
　
．
癒
、
撚
羅
鵬
糞
篠
堀
い
講
寮
、
　
．
’

・
・
藩
鑛
霧
懲
灘
馨
霧
賞
ξ
つ
選
師
蕪
．
纈

　
　
　
－
瀞
－
難
欝
町
．
・
．
想
雛
鈴
拷

　
　
　
灘
懸
嚢
鞍
舜
懇
霧
馨
謹
饗
濃
櫻
窪

曇
、
、
、
弼
・
灘
轟
讐
藩
蔵
和
携
ー

㌧
　
ら
難
手
鷲
雑
幾
叢
輝
懸
．

　
　
　
謂
講
纏
饗
ほ
饗
れ
ゆ
《
濯
浮
き
鑛
藻
薯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峯
拳
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴨
．

－
，
謎
、
．
　
．
蕪
殖
覗
弾
、
搬
饗
撫
繋
、
　
　
　
　
　
だ

　
　
・
ぱ
る
ぽ
る
愚
旅
す
蟄
講
艶
ひ
薫
縷
磁
鑑
紀
食
拶
日
を
暦
に
繰
鍛
ぱ
▽
奪

、
，
議
、
．
欝
・
，
騨
熱
無
測
布
き
秘
熊
ギ
海
イ
・

　
　
　
　
　
　
中
里
村
小
原
　
広
田
タ
マ
子

．
春
の
陽
に
園
児
ら
の
帽
子
黄
に
ひ
か
り
歓
声
あ
が
る
黄
桜
の
丘

　
　
　
　
　
　
中
里
村
荒
屋
杉
谷
ミ
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た
ら

・
黄
桜
の
花
を
始
め
て
知
り
し
日
の
と
き
め
き
今
も
胸
に
鮮
し

　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
　
庭
野
箭
次

　
　
　
　
　
た
ず

・
待
ち
切
れ
ず
訪
ね
し
丘
に
黄
桜
の
蕾
ふ
く
ら
み
宴
間
近
に

　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
　
　
矢
ロ
　
　
咲

・
あ
の
人
の
こ
の
人
の
顔
う
か
べ
つ
つ
黄
桜
の
丘
に
会
う
日
待
ち
お
り

　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
　
根
津
孝
次

・
枝
先
に
花
の
力
脹
り
て
黄
桜
の
丘
春
の
満
ち
た
り

　
　
　
　
　
　
　
川
西
町
　
　
　
水
品
　
　
律

・
信
濃
川
流
れ
に
添
う
て
の
ぼ
り
釆
し
丘
に
鎮
も
る
黄
桜
の
歌
碑

　
4
月
2
9
日
の
み
ど
り
の
日
に
「
第

11

回
信
濃
川
河
岸
段
丘
ウ
ォ
ー
ク
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
田
沢
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
を
出
発
と

す
る
B
コ
ー
ス
に
は
5
7
名
の
方
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
出
発
式
で
富
井
教
育
長
は
「
歩
き

な
が
ら
色
々
な
発
見
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
河
岸
段
丘
・
新
緑
を
味
わ

い
な
が
ら
、
4
2
㎞
を
事
故
の
無
い
よ

う
マ
イ
ペ
ー
ス
で
ゴ
ー
ル
を
目
指
し

て
く
だ
さ
い
」
あ
い
さ
つ
し
、
参
加

者
を
代
表
し
て
上
山
の
南
雲
繁
雄
さ

ん
が
「
小
千
谷
ま
で
一
生
懸
命
が
ん

ば
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
、
そ
し
て

午
前
7
時
に
ピ
ス
ト
ル
の
合
図
と
と

も
に
小
千
谷
を
目
揖
し
て
歩
い
て
い

き
ま
し
た
。
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4
月
1
9
日
、
村
民
体
育
館
に
お
い

て
中
里
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
入
団
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
野
球
・
サ
ッ
カ
ー
・
ス
キ
ー
・
剣

道
・
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
単

位
団
に
岡
村
憲
次
本
部
長
よ
り
に
そ

れ
ぞ
れ
認
定
証
が
渡
さ
れ
、
ま
た
、

指
導
員
に
は
、
委
嘱
状
が
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　
式
の
終
了
後
は
、
母
集
団
の
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

を
楽
し
み
ま
し
た
。

無、料

　
4
月
2
6
日
、
ユ
ー
モ
ー
ル
で

「
第
7
回
つ
く
し
祭
」
が
行
わ

れ
、
会
場
に
は
約
4
0
0
人
の

観
客
で
満
席
状
態
と
な
り
ま
し

た
。　

今
回
の
特
別
出
演
は
、
同
名

町
村
と
し
て
交
流
を
続
け
て
い

る
青
森
県
中
里
町
の
中
里
町
芸

能
保
存
協
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

津
軽
三
味
線
、
ね
ぶ
た
離
子
な

ど
が
行
わ
れ
、
観
客
も
本
場
の

演
奏
に
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
当
村
の
各
団
体
等
の
唄

や
踊
り
に
も
大
き
な
拍
手
が
贈

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸
一
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爾
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
餌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
f
　
　
　
　
　
　
働
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

撫
難
難
携
藻
霧
霧
聾
夢

　
駿

繋

響
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　　騨　　勲　麟撚
嫌
厭

謝
辞
を
述
べ
る

　
山
本
裕
子
さ
ん

総

昼
成

一～成人としての第

平成10年度

　
5
月
3
日
、
ユ
ー
モ
ー
ル
に
お
い

て
「
平
成
1
0
年
度
成
人
式
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
成
人
式
を
迎
え
ら

れ
た
対
象
者
は
1
0
1
名
（
男
51
名
・

女
5
0
名
）
で
92
名
の
方
が
出
席
さ
れ

ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
村
長
が
「
人
生
は
一

回
限
り
で
す
。
二
度
と
繰
り
返
す
こ

と
の
出
来
な
い
人
生
、
自
分
を
大
切

に
生
き
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
住
み
よ

い
村
に
す
る
た
め
に
は
、
若
い
人
の

考
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
式
辞

を
述
べ
、
来
賓
の
方
々
か
ら
祝
辞
を

頂
戴
し
、
成
人
者
を
代
表
し
て
山
本

裕
子
さ
ん
が
「
私
た
ち
が
無
事
今
日

と
い
う
日
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
た

の
は
、
両
親
、
家
族
、
ま
た
周
り
の

人
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
す
。
こ
の
感
激
を
一
番
知

ら
せ
た
い
の
が
父
で
あ
り
、
母
で
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
両
親
、
家
族

の
期
待
を
両
肩
に
背
負
い
、
少
し
で

も
期
待
に
そ
え
る
よ
う
一
生
懸
命
が

ん
ば
り
ま
す
」
と
謝
辞
を
行
い
ま
し

た
。

　
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
行
っ
た

記
念
事
業
で
は
、
中
学
生
の
時
の
担

任
の
先
生
の
話
を
聞
い
た
り
、
お
世

話
に
な
っ
た
人
へ
手
紙
を
書
い
た
り

し
、
最
後
に
「
、
・
、
オ
ン
な
か
さ
と
」

に
お
い
て
、
桜
の
記
念
植
樹
を
行
い

ま
し
た
。

欝
謬

平成10年5目10日広報なかさと7



お間い合わせは中里村役場（63）3111㈹へどうぞ

◆
水
防
フ
ェ
ア

・
日
時
　
5
月
2
3
日
～
24
日

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

・
会
場
　
ク
ロ
ス
ー
0

・
内
容
　
水
害
パ
ネ
ル
展
示

　
　
　
　
水
防
活
動
パ
ネ
ル
展
示

　
　
　
　
水
防
工
法
模
型
展
示

　
　
　
　
フ
リ
ッ
ク
ス
端
末
機
デ
モ

◆
信
濃
川
船
上
見
学
会

・
日
時
　
5
月
2
4
日

　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
3
0
分

・
集
合
会
場
　
ク
ロ
ス
ー
0

　
　
　
　
　
　
　
午
前
1
0
時
集
合

・
内
容

ク
ロ
ス
ー
0
～
川
口
町
ま
で
バ
ス
移
動

川
ロ
町
～
妙
見
堰
ま
で
船

　
　
　
　
　
※
雨
天
の
場
合
バ
ス

・
定
員
　
2
5
名

・
参
加
費
　
無
料
　
昼
食
は
持
参

・
申
込
方
法

　
　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

　
電
話
番
号
・
生
年
月
日
を
記
入
の

　
う
え
、
〒
9
4
0
1
0
0
9
8

　
長
岡
市
信
濃
1
－
5
－
3
0
　
信
濃

　
川
工
事
事
務
所
調
査
第
一
課
洪
水

　
予
報
係
ま
で

　
新
潟
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
学
院
短
期
大

学
校
で
次
の
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

◆
実
用
英
語
技
能
検
定

　
・
期
日
6
月
2
1
日
㈲

　
・
申
込
5
月
2
2
日
ま
で

　
・
実
施
級
　
2
級
～
5
級

◆
秘
書
技
能
検
定

　
・
期
日
6
月
2
8
日
㈲

　
・
申
込
5
月
31
日
ま
で

　
・
実
施
級
　
1
級
～
3
級

◆
申
込
用
紙
及
び
問
い
合
わ
せ
先

南
魚
沼
郡
六
日
町
大
字
西
泉
田
4
8

　
－
1
　
新
潟
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
学
院

短
期
大
学
校

智
0
2
5
7
－
7
0
－
2
3
4
0

◆
期
間

　
6
月
～
1
0
月
　
5
回
コ
ー
ス

　
毎
月
1
回
　
第
3
水
曜
日
　
午
前

◆
開
講
目
　
6
月
1
7
日
㈱

　
　
　
　
　
　
午
前
9
時
30
分
～

◆
講
座
内
容

　
電
気
の
基
礎
知
識
、
施
設
見
学
、

料
理
実
習
な
ど

◆
受
講
料
　
1
人
　
1
、
5
0
0
円

◆
定
員
　
2
0
名

◆
申
込
締
切
　
5
月
2
9
日
㈹

◆
申
込
先

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

　
　
　
　
　
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
智
52
－
3
1
0
7

高野健哉くん（1歳）⑫
英一郎・由美子さん夫妻の2男（倉俣）

お兄ちゃんと元気よく遊んでい

る健哉くん。健哉くんの万が元気

がよすぎて、お兄ちゃんと物の取

り合いをするので同じ物が2つ必

要なんですとお田さん。

やんちゃな健哉くんなのだそう

ですが、愛想よくニコッと笑って

くれました。

お田さんは「のびのびといい子

に育ってもらいたい」と話してい

ました。

公民館図書室の利用時間か　　　　　　　　　1

5月1日～8月31日の期間のみ変更になります！1

変更前　　　　　　　　　　　　　≡
★休館日　　毎週月曜日

　但し、月曜日が祝祭日の場合は、その翌日が休館日

★利用時間

○毎週火曜日～金曜日　午前8時30分～午後8時30分

○土、日、祝祭日　　　午後12時30分～午後5時00分

　但し、午前の施設利用がある場合は午前8時30分～

　夜間の施設利用がある場合のみ午後8時30分まで

　
蝋
　
　
繍

　　難病相談会
千日町保健所では難病相談会を実施してい

ます。手足の震え、ふらつき、転びやす恥、

歩きにくいなど運動機能に障害がありお困り

の方は、ぜひご相談ください。

◆日時　5月15日働　午後2時～午後4時

　　　9月25日鐡午後2時～午後4時

　　斜月量5日樹　午後2時～午後4時，

　　　　※受付は午後1時30分から

◆会場　千日町保健所　3階　保健指導室

◆医師　国立療養所西小千谷病院

　　　　　石潤　厚神経内科医長
「◆蚤約制ε懸っ獅球すので、相談のある方

　は事前楼ポ日町保健簸保健鮨導孫《姪57－

2鞠◎）象認慧蓬絡く濾懸麟。
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平成10年度調理師試験準備講習会開催

◆日　時6月9目～11目の3目間
　　　　　　午前9時30分～午後3時30分

◆会　場十目町保健所　3階　講堂
◆受講料11，000円
◆参加申込　5月竹目～18目（士、戸目除く）に

　　　　　　十目町保健所で手続きをしてください。

◆その他　詳しいことは十日町保健所にお問合せください。
　　　　　　（歪奮57一一2400）

一生涯学習情報一
整塗国一欝ウ雛一塑籔蝉一塗倖潤斑金場鎌

○臼　時　5月17目（日1午前9時～午後り2時30分

○会場十目町市立馬場小学校

錘轄妻姦事灘結『野瞬濯葦
○目、時礪鰹目⑧午葡8蒔～
○会場村民グラウンド
○招待校柏崎東中学校、宮内中学校、水沢中学校

o日時　5周2麓ヨ㈱開講式竿前9時葡分～［
クラブ活動午後1時30分～

○会場総合’センター　『

O圏　時　麟趨2翻圏粥薙鍵闇・9臼　竿後翼騰馳分～

○会場繕民体育館
，○参加費　500円

毒懸灘轡鶴繋稜難騰底『蕩欝・

o圏時5角23目㈹午前9時～午纐騰
○会場総合センター一

趨箇購、麟捕勲圏㈱華髄7麟醗幾
○会場村民体育館　　○参加申込’5月16目まで一
※協会加入チーム以外は保険代含むで4，000円の参加費負担

　◆問い合わせ先　公民館　暦63－2493

　　　　　　　国罵年金Q＆A
　　　退職から再就職の間も年金をおさめるの孚
　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が　　　会社で厚生牢金に加入していましたが、転職を希望じて退職しました。

再就職も3か月後に内建していますが、その閲の空白期間は国民年金に加入し

て保険料を納めなけれぱいけないのでしようか。

　　　再就職までの間も国民年金に加入しなければなりません。

　　　わが国の年金制度では、20歳から60歳になるまでの間は、すでに厚生年

金の老齢隼金や共済組合の退職奪金をもらっている人を除き、幽す何らかの年

金に制度に加入し、保険料を納めなければならないことになっています。すぺ

ての国民が65歳になった時に受ける年金は、20歳から60歳までの40年間をコツ

コツと納めることで満額を受けられるようになっているからです。

　あなたの場含、再就職じて再び漂生葎金鷹加入する酪建とのことですが、そ

の間たと疑鷺か周で萄国民奪金健麹入して保険糧を納めなけれぱなりません。

つまり．制度的健．F空白期間」というものはありませんので、さっそくお住ま

いの薦町村窓團忽．国民年金の船入善続きをし竃ください。
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Σ通事故件数　　　　　　6件

ピ　者　　　　　　1人
薯　者　　　　　　7人
ピ亡事故ゼロ　　　　　20日
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平成10年5月10日広報なかさと



　　　　　　　｛う月は水防月闘
～いざという時に備えて、目頃から準備していることが大切です～

●日頃から天気予報や注意報に関心を持ちましょう／

　　台風時など、水害の起こる恐れのある時はもちろん、日頃か

　らTVやラジオなどで天気予報を確認して、気象の移り変わり

　を正確に知るようにしましょう。

●避難場所と経路を確認しておきましょう◆／

　　避難時には、老人や子供、病人、婦人などを優先的に避難さ

　せてください。周囲の状況をよく考えて判断し、なるべく単独

　行動は避けるようにしましょう。

●緊急時の携行晶をひとつにまとめて◆ノ

　　避難時に備えて貴重品や衣類、非常食料などをひとっにまと

　めて用意しておきましょう。また、停電に備えて、懐中電灯や

　携帯ラジオなどの準備をしておくことも大切です。
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⑳㊦山・医院響講

⑳長山医院穰6謂

⑳中条病院響講

⑳大島医爾爾
⑳田中外科医瞬講
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／5月15日～6月5目＼

カレンダー・

15働

胃がん、大腸がん検診　合保健センター
㊤8：00～10：00受付

妊婦健診・母親学級　合上村病院産婦人科／
（913：00～13：30受付
心配ごと相談（村山篤稔）　合ディサービスi・i

センター　013：30～16：00
16（土）

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ／、

一ル　011：00～11：40
18（目）

19（火）

20㈱
補聴器相談（リオン）　合役場
013：45～14：00

21休） 高齢者学級「みのり学園」開講式　合総合セi

ンター　09：40～

22働

成分献血　合総合センター
09：30～10：30・13：00～15：00受付

ポリオ生ワクチン　合保健センター
014：00～14：30受付
心配ごと相談（廣田和子）　合ディサービスー
センター　（∋）13：30～16：00

行政相談　合老人福祉センター
（D13：30～16：00

23（土）

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモi
一ノレ　　（∋11：00～11：40

バレーボール協会発足記念大会　合村民体…i
育館　（∋7：40～

25（月）

26㈹ 遊びの教室　合総合センター
㊤9：30～10：00受付

27（水）

28休）

胃がん、大腸がん検診　合保健センター
08：00～10：00受付
日本脳炎　倉保健センター
014：00～14：30受付

29働
1歳半児健診　合保健センター
㊤13：00～13：30受付
心配ごと相談（樋口虎治郎）　合ディサービ…
スセンター　（∋13：30～16：00

30（土）

1（月）

2（火）

3ωO

基本健康診査・胸部検診（70歳以上）合総合
センター（∋9：00～10：30・13：00～14：30受付

補聴器相談（リオン）　倉役場
013：45～14：00

4休）基本健康診査・胸部検診（70歳以上）合総合i
センター09：00～10：30・13：00～14：30受付i

5働

基本健康診査・胸部検診（70歳以上）合総合1
センター（D9：0010：30・13：00～14：30受付i

心配ごと相談（山田虎一）　合ディサービスP
センター　013：30～16：00

　　　　　　　　　　　　　　纏畿　　　　　　　　　　　灘騰　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　雛霧　　　　　　　　難　　　　　　灘　　　　灘　　　齢　　懸

難蟹

村1民憲章　　（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。ウグイス口」

ユ

世帯数1，632（十3）人ロ男3，281人（一12）女3，294人（一5）計6，574人（一17）
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